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今後の経営の方向について
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［存在意義］

［経営姿勢］

［行動規範］

［経営姿勢］

最適のサービスで信頼に応える
［経営姿勢］

最適のサービスで信頼に応える

［行動規範］

感謝の心でベストをつくす
［行動規範］

感謝の心でベストをつくす

［存在意義］

潤いと活力ある地域の明日を創る
［存在意義］

潤いと活力ある地域の明日を創る

伊予銀行 企業理念
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事業所の皆さまのお役に立つために

より多くの事業所の方々とお取引いただくため、
新規融資事業所『５,０００先開拓』運動を展開

（１６～１７年度）
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事業所の皆さまのお役に立つために

　　 　無担保・第三者保証人不要

Ｄ「デラックス」

５０百万円・５年以内

３・５百万円型

◇(株)ＴＫＣとの提携商品

２０百万円・５年以内

　　◇スコアリング審査を活用、

◇信用保証協会との提携商品

２０百万円・１０年以内

 　　カードローン

◇事業者用　

Ａ「エース」
◇愛媛県内向け無担保長期資金

５０百万円・５年以内

Ｂ「ベスト」
◇信用保証協会との提携商品

Ｃ「カード」

ＴＫＣ戦略経営者ローン

３０百万円・７年以内

Ｅ「エナジー」

大小 融 資 金 額

大

小

企

業

規

模

「商工会議所メンバーズビジネスローン」
～商工会議所会員さまが対象～

「いよぎんアグリフィッシャーローン」
～農業・漁業を営む方が対象～

１７年４月～

充実したローン商品のラインアップ

Ａ「エース」
３０億円

Ｂ「ベスト」
１５３億円

Ｃ「カード」
１３億円

Ｄ「デラックス」
４８億円

Ｅ「エナジー」
１１９億円

合計
３６３億円
（４,０９７件）

＜１７年５月末実績＞

い
よ
ぎ
ん
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
ロ
ー
ン
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事業所の皆さまのお役に立つために

○「いよベンチャーファンド１号
投資事業有限責任組合」設立

（１５年７月、金額５００百万円）

投資実績：９社 ２５０百万円
（１７年５月末）

○「ニュービジネス支援会議」の
活動

企業育成・支援活動の取りまとめ

産・官・学のネットワークづくりの
中核を担う

○(財)えひめ産業振興財団との連携
（地域産業の高度化及び新事業創出等

の支援を行う愛媛県の外郭団体）

異業種交流会「フロンティア企業クラブ」主催の
「キャリアドベンチャー選手権」 「ジュニアドベン
チャー選手権」でいよぎん賞を支給

金融面での連携
～「いよぎんニュービジネスファンド」（ローン商品）
による新分野進出支援～

創業・新事業を積極的にご支援
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○医療･介護に対するご相談･ご支援

本部専門スタッフ２名配置

（１７年２月に１名増員）

医院､調剤薬局､介護ビジネスの

開業支援等を実施

○ビジネス・マッチングへの取組み

行内ＬＡＮを活用した仕組みを構築
（１６年４月）

登録 ４３９件 成約累計 ９１件
（１７年４月末現在）

○Ｍ＆Ａ業務の推進

本部専門スタッフ２名配置

１６年度中の成約件数 ３件

○海外商談ミッション

広州交易会（中国）にＨ５年より参加

累計参加企業１３１先、
累計商談実績４５０百万円

経営のご相談・ご支援機能を強化

事業所の皆さまのお役に立つために
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個人の皆さまのお役に立つために
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引き続き住宅ローンが順調に推移、
個人融資残高は７個人融資残高は７,,３００億円、個人融資比率は２５３００億円、個人融資比率は２５..４％４％

＜個人融資残高・比率推移＞
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個人の皆さまのお役に立つために
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住宅ローン

個人融資

新築案件を中心とした「住宅ローン」が増加

愛媛県全域をカバーする「ローンプラザ」

（７か所で開設）

好評な事前審査申込制度

＜住宅ローン残高の推移＞ ＜さっと・ほっとカードローン
の残高・資金利益推移＞

消費者金融会社・信販会社との保証提携

ではなく「自行系保証会社の保証付商品」
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当行独自の「審査モデル」構築

＜住宅ローン、カードローン＞

よりご利用し易い体制を整備

「個人融資自動審査管理システム」の活用 クイックレスポンス体制
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預り資産(国債・投資信託・年金保険)への取組み
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国債 投信 年金保険
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国債 投信 年金保険

＜預り資産残高推移＞ ＜預り資産収益推移＞

投信残高年間増加率１６４.３％ （１０,６２８百万円→２８,０９５百万円）

地銀６４行中 第４位（17年3月）

預金低金利が続く中、より有利な商品をご提供

～投資信託２５種類、年金保険９種類取扱い～
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証券仲介業務への取組み １７年３月～

証券仲介業務とは･･･証券会社からの委託を受け、株式や債券など
有価証券のお取引を証券会社に取り次ぐ業務

多様化する資産運用
ニーズにお応え

総合金融サービス
のご提供

お客さまの利便性向上

ワンストップショッピング
の実現

本店営業部
今 治 支 店
新居浜支店
八幡浜支店
宇和島支店

取扱店は５か店 今後順次拡大予定

お客さまの利便性向上と多様化するニーズにお応えするため
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愛媛県内キャッシュコーナーの
設置箇所数と利用件数

設置箇所数

３２４

利便性向上のため、充実したキャッシュコーナー網を整備

設置箇所数

３１０

郵貯ＡＴＭとの提携（１４年１月～）
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お客さまのご預金をお守りするために

「カードご利用限度額」変更機能のＡＴＭへの搭載 １７年４月～

１日あたりの「カードご利用限度額」の設定（２００万円） １７年２月～

「おれおれ詐欺注意喚起メッセージ」のＡＴＭへの表示 １６年１０月～

カード暗証番号による窓口での本人確認開始 １６年９月～

遮光フィルターのＡＴＭ・ＣＤへの設置 １６年７月～

カード暗証番号変更機能のＡＴＭへの搭載 １２年１２月～
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地域の皆さまのお役に立つために

地域への感謝の心を胸に

項 目 内 容
地域文化活動助成制度（５９１先、総額１億円超） 草の根文化活動を資金面で支援する制度

ＩＲＣニュー・リーダー・セミナー（延べ６３２名受講） 若手経営者の育成、異業種交流

寄付講座開設 愛媛大学・松山大学に各５０百万円寄付

伊予銀行社会福祉基金（基本財産５億円） 母子家庭への奨学金無償交付 等

男子テニス部・女子ソフトボール部の活動 日本リーグ・日本リーグ１部で活躍、「ふれあい教室」開催
特殊講義への講師派遣 ＩＲＣによる愛媛大学・松山大学への講師派遣
献血運動 創立記念日行事として毎年実施
「小さな親切」の会 各種募金・支援の実施

クリーン大作戦 市民大清掃に毎年参加

点字カレンダーの寄贈 愛媛県視覚障害者協会へ毎年贈呈

ふれあい感謝バザー 毎年開催、売上金をまごころ銀行に寄付
合唱団の活動 「ふれあいコンサート」開催
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愛媛県、さらには瀬戸内圏域の愛媛県、さらには瀬戸内圏域の

全ての方々にとって全ての方々にとって

『『存在感ＮＯ存在感ＮＯ..１１』』の地方銀行の地方銀行

当行が目指す銀行像
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今回のご説明における将来の業績につきましては、発表時
現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与
える不確実な要因に係る仮定を前提としております。
実際の業績は、今後の経営環境の変化等の様々な要因に
よって変動する可能性があります。




